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赤穂市立坂越中学校 第 ５ 号

き ら り
平成２０年６月１１日（水） 山根私たちは「きらり」と輝くんや

家庭学習「学年＋１」時間

６月に入り、新入生も中学校生活に
、 。慣れ 勉強に部活動に頑張っています
３年生も２年生も後輩の見本に慣れ

るように自覚し、充実した学校生活を
送っています。
私語することなく、授業に集中して

いますが、中には、後ろを見たり、手
遊びをしている人もいます。
そこで、皆さんに提案します。
学校で習った勉強の内容を家に帰っ

て、もう一度やってみて下さい。
つまり です。「家庭学習」

学校で説明を聞いていると 「わかった、
ような気がします」ね。それを家庭へ帰市民体育祭 陸上部

って、もう一度やってみるのです。これを と言います。「復習」
今 「家庭学習」をしない人が多いと聞きます。、
勉強は、与えられてするものは、なかなか効果は出にくいですが、自分で見つけ、工夫

したものは、結果は確実に現れます。やってみて下さい。
中学生ですから「家庭学習」の時間は１日に が目安ですね。「学年＋１」時間
しんどいかもしれません。しかし、勉強

した後、頑張ったという実感から、結構気
持ち良いものですよ。
内容はどんなことでもかまいません。

自分で決めるんです。
ある人の勉強：今日習った数学の計算問

題の「練習」を一時間、その後１０分の休
憩、次は覚える教科の本を声をだして読む
（５回 ・・ただ読むだけではなく、全体の）
あらすじ（概要）を掴み、次はポイントを
意識しながら読むのです。１０分休憩、
次は英語の本を読む（５回 、写し、訳す。）

市民体育祭 ソフトテニス部（３時間（休憩時間は省く ：２年生 。） ）
。 「継続は力なり」です。勿論 「家庭学習」は毎日欠かさずするのです、

「練習する 「５回読む」などは 「繰り返しすること」で、身につけられるからです。」 、
野球の「素振り」や各部活動の基本練習と同じです。

中学生としての「充実期」 「実力を充電しま６月からは です。勉強に、部活動に集中し
坂 中 生 頑 張 れ！！しよう」。
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